
 

※令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 ３０２５ 

令和５年度 地理歴史科 
 

教科 地理歴史 科目 日本史演習 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 山川出版社『詳説日本史 B 』 

副教材等 山川出版社『詳説 日本史図録 第８版』 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「変化」「連続性」「原因」「結果」「重要性」「観点」などの概念に関する授業内の発問を 

通して、歴史的なストーリーを個人、また、対話の中で考察しながら、理解・思考を深めてほ 

しい。 

・授業で学習、考察、議論した内容をワークシートに記入する。 

・１学期は高校２年生で学習した内容（～終戦まで）の続きを学習します。 

・２学期以降は大学入試問題を扱い、知識を深める。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に基づき様々な視点から考え、歴史的事象の因果関係を論理的に理解させる。 

・歴史と現代の課題や自分とのつながりを見つけ出し、主体的に学び、歴史的思考力を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観

点

の

趣

旨 

日本史の学習を暗記

ではなく、歴史的事

実や現象に関心をも

ち、意欲的にそれら

を探究しようとして

いる。 

 

歴史の事象や歴史の

構造、背景に問題を

見いだし、分析した 

り、現在とのつなが

りを考えたりしてい

る。また、それを表

現することができ

る。 

 

諸資料を収集し、有

用な情報を適切に選

択して、読み取った

り、図表などにまと

めたりして 

いる。 

 

日本の歴史の展開に

ついての基本的な事

柄を、時代背景や因

果関係を関連付けな

がら理解し、その知

識を身に付けてい

る。 

 

評

価

方

法 

授業での観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

 

 

授業での観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

授業での観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

授業での観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単

元

名 
学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 占

領

下

の

日

本 

１．占領と改革 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．冷戦の開始と講和 

 

〇 〇 〇 〇 【占領と改革】 

・第二次大戦前後の政治や社

会の類似と相違などに着目し

て、戦後の諸改革の内容と日

本国憲法制定の諸資料を読み

取り、占領改革と諸改革につ

いて理解している。 

・戦後の諸改革が連合国の対

日占領政策にもとづくととも

に、戦争に対する日本国民の

反省に支えられつつ実施され

たことについて、多面的・多

角的に考察し、表現してい

る。 

・現代の日本との関係性を踏

まえながら、占領期における

諸改革が生み出した成果と課

題について、主体的に追求し

ようとしている。 

 

【冷戦の開始と講和】 

・占領政策の転換による日本

の政治や経済の変化に関わる

諸資料から情報を読み取り、

サンフランシスコ平和条約の

調印による日本の主権回復の

意義について理解している。 

・地域社会の変容にも留意し

ながら、占領の前後の社会や

思想・文化など比較・考察

し、その結果を根拠を明確に

して表現している。 

・連合国による日本占領機構

の特色やその目的を考察する

ことを通じて、戦後改革がど

のような社会の枠組みを形成

したのか、主体的に課題を追

求しようとしている。 

 

・授業での 

観察 

・ ワ ー ク  

シート 

・小テスト 

・定期考査 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

高

度

成

長

の

時

代 

１．５５年体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．経済復興から高度成長

へ 

 
 
 

〇 〇 〇 〇 【55年体制】 

・保守合同による自由民主党

の成立から、経済成長を背景

とする保守政権の誕生に至る

経緯について諸資料から情報

を読み取り、外交・政治・経

済を踏まえて理解している。 

・日ソ共同宣言をはじめとす

る国交交渉と国際連合への加

盟、新安保条約・ＬＴ貿易・

日韓基本条約・沖縄返還問題

などの外交事業がもたらした

課題を多面的・多角的に考察

し、表現している。 

・55 年体制の歴史的意義や、

1960 年代における保守政権の

安定化を考察することを通じ

て、独立後の国内政治につい

て主体的に課題を見出そうと

している。 

 

【経済復興から高度成長へ】 

・冷戦やグローバル化の進展

の影響などに着目して、戦後

の日本経済の成長や高度成長

期の国民生活や地域社会の変

化に関わる諸資料から情報を

読み取っている。 

・日本の経済復興や高度成長

を国際関係から関連づけた

り、様々な社会問題の発生に

ついて多面的・多角的に考察

したりして、その経験を表現

している。 

・高度経済成長がもたらした

国内的・国際的な日本の変化

を踏まえて学習を振り返ると

ともに、次の学習へのつなが

りを見出そうとしている。 

 

・授業での 

観察 

・ ワ ー ク  

シート 

・小テスト 

・定期考査 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

激

動

す

る

世

界

と

日

本 

１．経済大国への道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．冷戦の終結と日本社会

の   変容 

 

〇 〇 〇 〇 【経済大国への道】 

・ドル＝ショックや石油危機

による世界経済の混乱に対応

するため主要先進国首脳会議

が開かれる一方、日本は石油

危機を乗り越えて経済大国に

なったことを理解している。 

・日本が石油危機を乗り越え

て経済大国になった要因につ

いて多面的・多角的に考察

し、その結果を表現してい

る。 

・第二次世界大戦後の日本の

国際社会における様々な取り

組みについて、課題を主体的

に追求しようとしている。 

 
【冷戦の終結と日本社会の変容】 

・冷戦の終結後の国際関係、

55 年体制が崩壊した政治状

況、バブル経済から平成不況

へと進んだ経済状況などにつ

いて理解している。 

・国連平和維持活動への対応

や経済不況に対する国内改革

など、冷戦終結後の日本が抱

える課題について、多面的・

多角的に考察し、その結果を

表現している。 

・冷戦終結後の国際社会にお

いて日本がどのような役割を

果たしてきたのか、自らの課

題を見出して主体的に追求し

ようとしている。 

 

・授業での 

観察 

・ ワ ー ク  

シート 

・小テスト 

・定期考査 

 

2 
 
 

共

通

テ

ス

ト

・

演

習 

大

学

入

試

問

題

演

習

・ 

テ

ー

マ

史 

 

・大学入試対策 〇 〇 〇 〇 a:積極的に学習に取り組んで

いる。 

 

b:これまで各単元で学習して

きた内容の歴史的な繋がりを

見出すことができる。 

c:資料を分析し、議論をたて

ることができる。 

d:基本的な知識が身について

いる。 

・授業での 

観察 

・ ワ ー ク  

シート 

・小テスト 

・定期考査 

 

3 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○

を付けている。 

 

 


